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ブ
ラ
ン
ド
肉
の

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

（
松
前
町
）

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、㈱
フ
ジ
と
共
同
で
10
月
か
ら
11
月
末
ま
で
、

「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」と
伊
予
牛「
絹
の
味
」の
販
売
拡
大
を
め
ざ
し
、

地
元
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー
ツ

缶
」
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
起
用
し
た

販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
に
は
、
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
で
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、「
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー
ツ
缶
ラ
イ
ブ
」
の

ほ
か
、
店
内
食
品
売
場
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
、
ブ
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
入
り
の
ハ
ッ
ピ
を
着
た
「
ひ
め
キ
ュ
ン
フ

ル
ー
ツ
缶
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
美
味
し
い
愛
媛
の

お
肉
を
食
べ
て
」
と
笑
顔
で
呼
び
か
け
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」若
手
生
産
者
ユ
ニ
ッ

ト
「
ひ
め
と
ん
ボ
ー
イ
ズ
」
も
セ
レ
モ
ニ
ー
や
販
促

活
動
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」

㈱
フ
ジ
オ
リ
ジ
ナ
ル
肱
川
清
流
豚
と
伊
予
牛
「
絹
の

味
」
を
購
入
す
る
と
、「
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー
ツ
缶
」

と
の
握
手
券
や
６
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
券
が
も
ら
え
る
こ

と
も
あ
り
、肉
を
買
い
求
め
る
大
勢
の
方
で
賑
わ
い
、

愛
媛
の
系
統
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
Ｐ
Ｒ
と
地
産
地
消
と
購

入
者
層
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼「
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー
ツ
缶
」
メ
ン
バ
ー
も
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
入
り
の
ハ
ッ
ピ
姿
で

売
り
込
み
ま
し
た
。

JA周桑

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町

松前町

▲�「ひめとんボーイズ」も特設コーナーで
販促活動。

▲�「ひめキュン」に会えて感激。愛媛の肉
も好きになってね。



今月の表紙

　平成26年が早くも終わりを迎えよう
としています。今年はあなたにとって、
どんな一年でしたか？　
　おせち料理を作るおばあちゃんとお母
さん、餅を運ぶお父さん、しめ縄飾り担
当はおじいちゃん、クルクル巻きの来年
のカレンダーを吊るすお兄ちゃん。ニコ
ニコ笑顔で着々と新年を迎える準備が進
む年の瀬です。
●表紙：正月準備
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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ブランド肉のPRイベント
（松前町）

●2　 　〈特集〉

	 レインボーフェスティバル	in	えひめ2014

	 	生産者と消費者を結ぶ交流イベントに
	 2万2,000人来場！

●6　　 THE・ねっとわーく

●8　　 ふるさと  ESSAY  VOL.236

くすぶっている夢を
外に出してあげる、ということ

 森　幸一郎さん

●10　　 TOPIC NEWS

●14　　 なんでもBOX

●15　　 統計BOX

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉ユズ

December 2014

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　
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　ＪＡ全農えひめとグループ会社は、11月１日㈯
松山市大可賀のアイテムえひめで、「レインボーフェ
スティバル in えひめ2014」を開きました。当日
は、雨予報で午後からは強い雨が降りましたが、昨
年を上回る22,000人の人出で賑わいました。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

と
グ
ル
ー
プ
会
社
が
「
生
産
者
と
消
費
者

を
安
心
で
結
ぶ
懸
け
橋
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
し
て
い
る
県
内
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、今
回
が
22
回
目
。

　

会
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
グ

ル
ー
プ
会
社
、
県
内
Ｊ
Ａ･

生
産
者
組
織
、

関
連
団
体
な
ど
約
40
の
団
体
が
、
自
慢
の

農
畜
産
物･

特
産
品
な
ど
を
出
品
し
、
試

食
や
袋
詰
め
放
題
、
す
く
い
ど
り
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
な
が
ら
即
売
・
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
、
旬
の
味
覚
を
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
に
ぎ
り
・
う
ど
ん
・

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
づ
く
り

や
餅
つ
き
、
収
穫
体
験 

Ｄ
Ｅ 

お
宝
ゲ
ッ

ト
（
ブ
ー
ス
に
み
か
ん
の
樹
を
持
ち
込
ん

で
み
か
ん
を
模
し
た
カ
プ
セ
ル
で
疑
似
収

穫
）、
農
機
試
乗
、
寄
せ
植
え
な
ど
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
、
食
と
農
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
イ
ベ
ン
ト
」、「
ひ
め
と
ん
ボ
ー
イ
ズ
＆

ゼ
ウ
シ
く
ん
シ
ョ
ー
」、「
に
こ
ま
る
60
㎏

な
ど
が
当
た
る
大
抽
選
会
」、「
食
べ
物
紙

芝
居
＆
バ
ル
ー
ン
」、「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ド

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
」
は
、

み
か
ん
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
早
積
み
大
会
、
み
か

ん
・
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
の
パ
ン
フ
配
布
な

～生産者と消費者を結ぶ交流イベントに２万2,000人来場！～
in えひめ2014in えひめ2014



▲ＪＡ愛媛養豚経営者協議会の皆さん

▲まぁーるいお餅ができました

▲おにぎりづくり

▲ＪＡにしうわの皆さん

▲球根つかみどり ▲親子でマヨネーズ
づくり

▲味噌汁の美味しさが伝わっ
てきます

▲今年もお餅は大好評！ ＪＡえひめ女性協の皆さん

▲愛媛のお米はやっぱりおいしい▲美味しいみかんがいっぱい食べれるね

▲愛媛のお肉はサイコー！

▲収穫体験で「にこまる」ゲット
▲ポンジュース蛇口のみかん

ジュースに大満足！

▲柿も甘い ▲たまご袋詰め放題
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ど
を
通
じ
て
、11
月
３
日
「
み
か
ん
の
日
」

か
ら
４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
ま
で

取
り
組
む
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
を
Ｐ
Ｒ
。

　
「
ひ
め
と
ん
ボ
ー
イ
ズ
＆
ゼ
ウ
シ
く
ん

シ
ョ
ー
」
は
、「
ひ
め
と
ん
ボ
ー
イ
ズ
」

デ
ビ
ュ
ー
１
周
年
ラ
イ
ブ
、
ひ
め
と
ん
・

ひ
め
丸
・
ゼ
ウ
シ
く
ん
・
み
の
太
と
ニ
ク

ニ
ク
ダ
ン
サ
ー
ズ
に
よ
る
ニ
ク
ニ
ク
ダ
ン

ス
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
実
施
し
、
子
ど

も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
畜

産
ブ
ー
ス
で
も
、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」・

伊
予
牛
「
絹
の
味
」
の
試
食
Ｐ
Ｒ
な
ど
を

通
じ
て
消
費
拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
に
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
内
で
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
作
付
拡
大
お

米
「
に
こ
ま
る
」
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
実

施
し
た
「
に
こ
ま
る
60
㎏
な
ど
当
た
る
大

抽
選
会
」
は
、
１
、５
０
０
円
分
以
上
購

入
の
方
が
対
象
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
、

６
８
２
通
の
応
募
が
あ
り
好
評
で
し
た
。

　

な
お
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」
と
「
収

穫
体
験 

Ｄ
Ｅ 

お
宝
ゲ
ッ
ト
」、
募
金
箱
を

通
じ
て
集
ま
っ
た
12
万
５
、２
４
６
円
は
、

全
農
全
国
統
一
活
動
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳

末
た
す
け
あ
い
」
に
全
額
寄
付
し
ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
Ｊ
Ａ
・
団
体
の
ご
協
力

に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
「
豊
か
な
食
文

化
の
創
造
」「
愛
媛
農
業
へ
の
理
解
促
進
」

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　



▲ＪＡうまは里芋「伊予美人」と里芋コ
ロッケを販売

▲愛媛県椎茸同志会の「乾椎茸すく
いどり」

▲活気のあったＪＡひがしうわ「れん
げ市場」ブース

▲ＪＡえひめ中央（小田）は
手作り加工品をアピール

▲ホットケ－キ完成！ ▲一所懸命おにぎりづくり

▲ポンジュース蛇口は今年も
長蛇の列が…

▲餅つき体験

▲ＪＡおちいまばりは仙高ポーク串焼き

▲ＪＡ今治立花は特産のレンコンとレ
ンコン焼酎

▲ＪＡにしうわは特産のみかんを販売

▲ＪＡ愛媛たいきの特産の柿は子ども
たちも大好き

▲ＪＡえひめ南は、じゃこ天や米粉パン、
自然薯、柚子など特産品がてんこ盛り

▲ＪＡ松山市はピーマン袋詰め放題など
で新鮮野菜をPR

▲親子で仲良く寄せ植え体験 ▲卵からマヨネーズ
づくり！収穫体験 DE お宝ゲット

　ブースにみかんの樹を持ち
込んでみかんを模したカプセ
ルで疑似収穫やジュースの飲
み比べ、アンケートを行いま
した。

▲手作りうどんはおいしぃー

▲ＪＡ周桑は味噌汁試食を通じて来
場者を引き寄せました

▲お宝がゲットできなかった子
は「にこまる」を袋詰めして
持ち帰り
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▼野菜たっぷりの
  トルティーヤとジェラート
などを通じて「えひめ野菜」
をPR

▲にこまる60㎏などが当たる大抽選会はステージ上で盛大に開催！
　応募コーナーも賑わいました

▲「みきゃん」のぬり絵（えひめ愛フー
ド推進機構）

▲ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会は
「にこまる」の試食PR

▲NHK松山放送局の食べ物紙芝居＆
バルーン

オレンジロードイベント ひめとんボーイズ＆ゼウシくんショー

　ステージ上で、愛媛
みかん大使と諏訪玄県
本部長が 11月３日か
ら４月 14日まで取り
組む「オレンジロード」
の取り組みを紹介。み
かん早積み大会は、子
どもたちが歓声をあげ
ながら大喜びで挑戦。
会場ではみかんも配布
しました。

　「ひめとんボーイズ」はダンスも披露し、ゼ
ウシくんらによるニクニクダンスは、ちびっ
子たちもステージ下で一緒に踊っていました。
賞品の肉をめざしたじゃんけん大会も盛り上
がりました。

ピンポンゲームで、
めざせ石川佳純選手！
石川選手の等身大パネ
ルを置いて挑戦

▲伊予牛「絹の味」の鉄板焼き
も大好評
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実

課
は
、
今
年
も
愛
媛
み

か
ん
の
本
格
出
荷
に
あ
わ

せ
、
首
都
圏
と
関
西
地
区

で
、「
愛
媛
み
か
ん
消
費

宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
に
は
、
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣

伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
２
０
１
４
愛
媛
み
か
ん
大
使
４
人
と

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
諏
訪
玄
県
本
部
長
ら

が
、
愛
媛
県
庁
に
長
谷
川
淳
二
副
知
事
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
み
か
ん
大
使
は
、「
一
人
で
も
多

く
の
方
に
愛
媛
み
か
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
」「
愛

媛
み
か
ん
の
美
味
し
さ
と
魅
力
を
伝
え
て

果実課

消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

愛
媛
み
か
ん
を
Ｐ
Ｒ
！

い
き
た
い
」
と
元
気
よ
く
決
意
を
伝
え
、

み
か
ん
の
カ
ゴ
盛
り
を
贈
呈
。
試
食
し
た

長
谷
川
副
知
事
か
ら
は
、「
甘
く
て
、
美

味
し
く
仕
上
が
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
笑

顔
で
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
の
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、11
月
３
日
の
「
み
か
ん
の
日
」

を
前
に
、
11
月
１
日
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
会
場
で
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
ス
タ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
そ
の

後
、
11
月
６
日
～
11
月
10
日
ま
で
、
首
都

圏
と
関
西
地
区
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

県
内
産
早
生
み
か
ん
が
出
揃
っ
た
11
月

６
日
に
は
、
県
内
主
産
地
Ｊ
Ａ
と
と
も

に
東
京
・
大
田
市
場
競
売
場
で
初
荷
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
、
早
生
み
か
ん
の
出
荷
ス

タ
ー
ト
と
今
年
産
の
早
生
み
か
ん
の
品
質

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
日
に

は
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
行
わ
れ
た
愛
媛
県
観
光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
、
８
日
に
は
「
西
銀
座
」

晴
海
通
り
側
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
、
愛
媛
み

か
ん
を
約
１
万
人
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
１

人
３
個
を
無
料
配
布
）、
こ
の
ほ
か
、
マ

ス
コ
ミ
訪
問
活
動
や
店
頭
販
促
活
動
、
市

場
訪
問
な
ど
を
精
力
的
に
行
い
、
愛
媛
み

か
ん
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
４
月
14
日
「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
「
愛
を
深
め
る
」
記

念
日
と
し
て
定
着
さ
せ
、
新
た
な
需
要
を

掘
り
起
こ
し
販
売
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
今
年
も
11
月
３
日
「
み
か
ん
の
日
」

か
ら
４
月
14
日
ま
で
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
オ

レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
は
、「
愛
の
シ
ン
ボ
ル
」

で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
を
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

ま
で
の
記
念
日
ご
と
に
季
節
の
旬
の
柑
橘

を
贈
り
合
う
こ
と
で
、
愛
を
育
み
深
め
て

い
く
〝
道
の
り
〟
で
す
。
今
年
も
、
県
内

Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
り
、
温
州
み
か
ん
や
こ

れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
愛
媛
産
柑
橘
の
消
費

拡
大
と
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
定
着
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▲長谷川副知事を表敬訪問

▲東京・大田市場で初荷セレモニーを開催

▲各種イベントを通じて愛媛みかんをしっかりPR
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人
件
費
等
の
上
昇
、
円
安
に
よ
る
収
益

減
、
活
発
な
海
外
市
場
に
対
し
日
本
市

場
の
地
位
低
下
に
よ
る
玉
確
保
の
困
難
さ

　

�

ラ
ン
ネ
ー
ト
、
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
、
パ
ラ

コ
ー
ト
、
ク
ロ
ラ
ン
ト
ラ
ニ
ル
プ
ロ
ー

ル
、
ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
（
水
稲
用
）

・�

実
績
減
少
に
よ
る
採
算
性
の
悪
化
、
抵

抗
性
の
発
達
に
よ
る
実
績
減
少
と
採
算

性
の
落
ち
込
み

　

�

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
、
リ
ニ
ュ
ロ
ン
、
ア

ク
チ
ノ
ー
ル
、
ジ
フ
ル
フ
ェ
ニ
カ
ン
、

ア
ト
ラ
ジ
ン
、
ゴ
ー
ゴ
ー
サ
ン
、
ト
レ

フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
、
嵐
、
ダ
イ
ム
ロ
ン
、

サ
イ
ア
ノ
ッ
ク
ス
、
リ
ゾ
レ
ッ
ク
ス
、

ス
タ
ー
ナ
、
シ
ク
ロ
サ
ー
ル
、
ポ
リ
オ

キ
シ
ン
、
Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｂ
、
ア
プ
ロ
ー
ド
、

ハ
チ
ハ
チ

〈
製
剤
部
分
〉

・�

電
気
料
金
等
の
動
燃
料
の
値
上
げ
に
よ

る
製
造
経
費
の
上
昇

・�

副
原
料
に
お
け
る
石
油
由
来
の
キ
シ
レ

ン
や
基
質
等
の
価
格
の
上
昇

・�

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ボ
ト
ル
等
の
包
装
資
材

の
値
上
が
り

・�
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
止
ま
り
を
う
け
て

の
運
賃
上
昇

・�
数
量
の
減
少
に
伴
う
製
造
固
定
費
・
労

務
費
等
の
上
昇

・�

副
原
料
・
資
材
の
購
入
で
下
請
取
引
先

か
ら
の
値
上
げ
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い

コ
ス
ト
の
上
昇

・�

登
録
維
持
経
費
の
増
加

２
．
妥
結
結
果

　

米
価
下
落
に
よ
り
さ
ら
に
厳
し
い
農
業

情
勢
と
な
っ
て
い
る
う
え
に
、
生
産
者

の
農
業
経
営
は
円
安
に
よ
る
生
産
資
材
価

格
等
の
上
昇
で
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
材
料
、
製
造

経
費
、
試
験
研
究
費
な
ど
に
関
わ
る
費
用

は
メ
ー
カ
ー
で
吸
収
し
、
価
格
抑
制
に
最

大
限
努
力
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
厳
し
い
交
渉
と
な
り
ま
し
た

が
、
粘
り
強
く
交
渉
し
た
結
果
、
本
会
取

扱
農
薬
約
１
、４
０
０
品
目
の
内
、
80
品

目
で
値
上
げ
、
２
品
目
で
値
下
げ
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、コ
ス
ト
低
減
対
策
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
大
型
規
格
の
設
定
品
目
が
少
な

か
っ
た
場
面
で
の
大
型
規
格
を
新
規
に
設

定
し
ま
し
た
。
一
方
、
強
い
値
上
げ
要
請

の
あ
っ
た
一
部
の
品
目
に
つ
い
て
は
防
除

上
の
重
要
性
を
勘
案
し
値
上
げ
を
認
め
た

も
の
の
、
値
上
げ
率
に
つ
い
て
は
可
能
な

限
り
圧
縮
し
ま
し
た
。
な
お
、
米
価
下
落

に
よ
る
生
産
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

す
る
た
め
、
水
稲
品
目
は
ほ
ぼ
据
え
置
き

と
し
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
系
統
農
薬
協

同
購
入
促
進
要
領
の
な
か
で
、
全
国
価

格
に
先
駆
け
価
格
折
込
み
を
実
施
し
て
お

り
、
全
国
の
価
格
交
渉
結
果
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

録
維
持
経
費
含
む
）
で
は
０
・
84
％
、
合

計
２
・
26
%
の
値
上
げ
要
求
が
あ
り
ま
し

た
。
原
体
価
格
の
値
上
げ
要
請
が
あ
っ
た

の
は
81
原
体
。（
国
内
登
録
有
効
成
分
数

４
９
６
原
体
）

〈
原
体
部
分
〉

・�

原
料
価
格
の
上
昇
に
よ
る
、
合
成
コ
ス

ト
の
上
昇
や
原
体
製
造
量
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
固
定
費
の
増
加

・�
海
外
メ
ー
カ
ー
原
体
は
、
原
料
価
格
や

　

全
農
は
、
平
成
27
農
薬

年
度
（
平
成
26
年
12
月
～

平
成
27
年
11
月
）
の
価
格

交
渉
は
、
７
月
下
旬
よ
り

製
剤
15
社
、原
体
21
社
と
個
別
に
交
渉
し
、

次
の
と
お
り
妥
結
し
ま
し
た
。

１
．
メ
ー
カ
ー
要
求
の
概
要

　

メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
は
、
以
下
の
理
由

で
全
農
受
入
ベ
ー
ス
の
製
品
換
算
で
、
原

体
部
分
で
は
１
・
42
％
、
製
剤
部
分
（
登

平
成
27
農
薬
年
度
価
格
交
渉
経
過
と

結
果
概
要
に
つ
い
て

肥料
農薬課

（円／KL）

原油
ナフサ

平
成
20
年
１
月

平
成
20
年
４
月

平
成
20
年
７
月

平
成
21
年
１
月

平
成
21
年
４
月

平
成
21
年
７
月

平
成
22
年
１
月

平
成
22
年
４
月

平
成
22
年
７
月

平
成
23
年
１
月

平
成
23
年
４
月

平
成
23
年
７
月

平
成
24
年
１
月

平
成
24
年
４
月

平
成
24
年
７
月

平
成
25
年
１
月

平
成
25
年
４
月

平
成
26
年
１
月

平
成
26
年
４
月

平
成
25
年
７
月

平
成
20
年
10
月

平
成
21
年
10
月

平
成
22
年
10
月

平
成
23
年
10
月

平
成
24
年
10
月

平
成
25
年
10
月

平
成
26
年
７
月

100,000
90,000
80,000
70,000
60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000

0

原油・ナフサCIF価格の推移（石油連盟HPより）

190

170

150

130

110

90

70

50

ベンゼン
トルエン
キシレン

ベンゼン・トルエン・キシレン価格の推移（日本銀行HPより）

平
成
22
年
１
月

平
成
22
年
４
月

平
成
22
年
７
月

平
成
22
年
10
月

平
成
23
年
１
月

平
成
23
年
４
月

平
成
23
年
７
月

平
成
23
年
10
月

平
成
24
年
１
月

平
成
24
年
４
月

平
成
24
年
７
月

平
成
24
年
10
月

平
成
25
年
１
月

平
成
25
年
４
月

平
成
26
年
１
月

平
成
26
年
４
月

平
成
25
年
７
月

平
成
25
年
10
月

平
成
26
年
７
月
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「
わ
し
は
な
あ
、
そ
の
人
に
言
わ
れ
て
、

夢
を
追
い
か
け
る
の
や
め
た
ん
じ
ゃ
。」

　

10
年
ほ
ど
前
に
、
あ
る
人
か
ら
言
わ
れ
た

セ
リ
フ
で
す
。

　

小
さ
な
演
奏
会
に
行
っ
た
時
、
私
に
声
を

か
け
て
く
る
、
え
ら
く
目
立
つ
格
好
の
方
が

い
ま
し
た
。
知
り
合
い
で
も
何
で
も
な
い
人

で
す
。
こ
こ
に
よ
く
来
る
方
ら
し
く
、
い
ろ

ん
な
人
に
大
き
な
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
何

で
も
、
貿
易
業
を
さ
れ
て
い
る
知
人
を
え
ら

く
尊
敬
し
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
方
に
「
夢

は
仕
事
に
す
る
も
ん
や
な
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
て
、
自
分
の
夢
で
あ
っ
た
音
楽
を
諦

め
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
そ
れ
な

り
に
才
能
は
あ
っ
た
と
思
う
、
も
し
続
け

と
っ
た
ら
…
」
と
、
薄
く
な
っ
た
髪
に
手

を
や
り
な
が
ら
そ
の
方
の
話
は
続
き
ま
し

た
。

　

私
は
高
校
生
の
時
「
自
分
の
映
画
を
作
り

た
い
」
と
い
う
夢
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
期
に
自
分
の
明
確
な
夢
を
定
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
、
本
当
に
幸
運
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
無
事
映
画
を
作
る
大
学
に
進
ん
だ
私

は
、
そ
こ
で
バ
リ
バ
リ
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
す
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

夢
は
す
ぐ
高
い
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
ま
す
。

　

映
画
を
作
る
と
い
う
こ
と
、
特
に
ド
ラ
マ

を
作
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
一
人
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
映
画
と
は
、
人
間
関
係
の
上
に

成
り
立
つ
芸
術
な
の
で
す
。
今
で
も
そ
う
で

す
が
、
当
時
さ
ら
に
人
間
と
し
て
未
熟
だ
っ

た
私
は
、
在
学
中
つ
い
に
そ
の
壁
を
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
バ
ブ

ル
真
っ
只
中
。
ち
ょ
っ
と
バ
イ
ト
す
れ
ば
遊

ぶ
お
金
は
す
ぐ
に
稼
げ
ま
し
た
。
誘
惑
も
多

く
、
都
会
に
出
た
ケ
ツ
の
青
い
田
舎
者
は
怠

惰
な
日
常
を
自
ら
受
け
入
れ
、
堕
落
し
た
生

活
を
送
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
短
編
ら
し
き

も
の
も
学
校
の
課
題
と
し
て
作
り
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
映
画
は
作
る
対
象

か
ら
観
る
対
象
に
戻
り
、た
ま
に
観
る
と「
あ

そ
こ
の
シ
ー
ン
は
俺
な
ら
こ
う
撮
る
」と
か
、

「
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
い
い
の
に
、だ
っ
せ
ー

よ
な
」
と
画
面
に
向
か
っ
て
悪
態
ま
で
つ
く

始
末
。
こ
う
し
て
人
生
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
が

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
大
学
の
４
年
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

結
局
私
は
「
映
画
を
作
る
」
と
い
う
夢
に

無
理
矢
理
フ
タ
を
し
て
、
松
山
に
帰
っ
て
広

告
・
出
版
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
相
変
わ

く
す
ぶ
っ
て
い
る
夢
を
外
に

出
し
て
あ
げ
る
、
と
い
う
こ
と

ヒメブタの会（愛媛を舞台にした自主映画の会）代表。映画監
督、個人事業主、主夫。1968年12月９日生まれ、松山市出
身。松山南高校在学中より映画制作を志し、大阪芸術大学芸術
学部映像計画学科に進学。卒業後地元に戻り、広告代理・出版
会社に13年半勤務した後、36歳で退職し個人事務所を設立。
2010年同会を立ち上げ、たった１人で映画づくりを始める。
およそ３年かけて制作した第１作「生まれては消え」は、三津
浜を主な舞台として県内各所でロケを行い、150人以上のボラ
ンティアスタッフ・キャストを動員した４部構成・７時間以上
の大作となった。2014年には西予市からの依頼で「食堂ゆす
かわ」を制作。城川町遊子川地区を舞台に、過疎に悩む限界集
落の問題に鋭く切り込みながらも、美しい風景と心温まる人情
劇に仕上がっている。地元をはじめ、11月に松山で行われた
上映会は全て立見の大盛況となり、首都圏での上映も決定。ま
た、自らの制作活動のほか、愛媛でロケが行われる映画への制
作参加や、映像制作を志す若者や学生への支援も積極的に行っ
ている。家庭では外で働く妻のお弁当づくりと家事をこなす主
夫でもある。
◆ヒメブタの会
　URL／http://www.himebuta.jp

KOUICHIROU MORI

幸一郎森
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ら
ず
映
画
は
好
き
で
、
好
き
な
監
督
の
作
品

を
中
心
に
よ
く
観
て
い
ま
し
た
。
毎
日
の
よ

う
に
い
ろ
ん
な
映
画
を
観
て
い
る
と
、
時
々

本
当
に
心
を
動
か
さ
れ
る
作
品
に
出
合
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
私
の
心
は
激

し
く
動
揺
し
ま
し
た
。「
今
の
ま
ま
の
生
活

で
本
当
に
い
い
の
か
」「
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
は
、
人
に
喜
怒
哀
楽
を
も
た
ら
す
ド
ラ

マ
を
作
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
」。
そ

う
、
私
の
裸
の
心
は
常
に
飢
え
、
渇
き
、
泣

き
声
を
あ
げ
て
い
た
の
で
す
。

　
「
今
な
ら
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
そ
う

考
え
た
の
は
30
代
半
ば
か
ら
で
す
。
稚
拙
な

が
ら
社
会
的
常
識
や
人
脈
・
組
織
の
作
り
方
、

そ
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
の
手
法
を
あ
る

程
度
身
に
つ
け
た
と
思
い
込
ん
だ
私
は
、
思

い
切
っ
て
会
社
を
辞
め
ま
し
た
。
し
か
し
い

き
な
り
映
画
づ
く
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

時
私
が
目
標
と
し
た
の
は
愛
媛
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
で
自
主
映
画
を
制
作
す
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
飯
の
種
に
な
る

と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
夢
だ
け
追

い
か
け
て
や
が
て
経
済
的
に
立
ち
行
か
な
く

な
っ
た
例
は
幾
ら
も
知
っ
て
い
ま
す
。
私
は

ま
ず
自
分
の
食
い
扶ぶ

持ち

と
な
る
生な

り

業わ
い

を
つ
く

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
努
力
を
重
ね
た

結
果
、
幸
い
３
年
ほ
ど
で
事
業
は
軌
道
に
乗

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
40
を
過
ぎ
て
か
ら
現
在
代
表
を

務
め
る
「
ヒ
メ
ブ
タ
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、

つ
い
に
夢
で
あ
っ
た
「
映
画
を
作
る
」
こ
と

が
現
実
と
な
っ
た
の
で
す
。
映
画
館
で
満
員

の
お
客
さ
ん
に
自
分
の
映
画
を
観
て
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
ま

で
の
道
は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
し
、
た
く
さ

ん
の
人
々
の
助
力
な
く
し
て
夢
の
実
現
は
あ

り
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
考
え
て
み
る
と
、

こ
の
無
償
の
労
と
時
間
を
提
供
し
て
く
れ
た

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
一
人
一
人
が
、
自
分
に

と
っ
て
か
け
が
け
の
な
い
“
財
産
”
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

あ
な
た
に
は
今
、
夢
が
あ
り
ま
す
か
。
も

し
く
は
、
か
つ
て
あ
り
ま
し
た
か
。
今
が
幸

せ
、
別
に
な
い
よ
。
で
も
、
心
の
中
に
く
す

ぶ
っ
て
い
る
夢
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な

種
類
・
ど
ん
な
大
き
さ
の
夢
で
も
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
、「
仕
事
だ
、
家
庭
だ
、
時

間
が
な
い
」
と
、
自
分
の
夢
を
も
ち
な
が
ら

も
、
そ
れ
を
諦
め
た
言
い
訳
ば
か
り
う
ま
く

な
る
大
人
に
だ
け
は
な
り
た
く
な
か
っ
た
。

い
や
、
一
度
は
な
り
か
け
ま
し
た
。
で
も
、

齢と
し

を
重
ね
て
か
ら
で
も
そ
の
夢
を
追
う
こ
と

は
で
き
ま
す
。
年
齢
や
周
り
の
環
境
を
言
い

訳
に
す
る
の
は
も
う
や
め
ま
せ
ん
か
。
あ
な

た
の
今
ま
で
の
人
生
は
何
の
た
め
に
あ
っ
た

の
で
す
か
。
む
し
ろ
年
齢
を
経
た
人
ほ
ど
、

そ
の
分
多
く
の
“
財
産
”
を
持
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
何
か
を
始
め
る
の
に
、“
今
”
よ

り
早
い
時
は
な
い
の
で
す
よ
。

▲シアターねこ(松山市緑町)で開かれたトークイベント「仲間を100人集め
て映画をつくること」にて

▲５月に地元公民館で行われた「食堂
ゆすかわ」上映会にて、出演者とと
もに舞台挨拶（左端が森さん）
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●平成26年度愛媛県総合畜産共進会　肉用種種牛の部

農林水産大臣賞に坂本英喜さん「うめずる」

●ひめライス新米キャンペーン抽選会

応募数と期間中の売上数量が前年上回る

　平成26年度愛媛県総合畜産共進会の第76回家
畜改良共進会・肉用種種牛の部が、10月17日、
西予市野村畜産総合振興センターで開かれ、農
林水産大臣賞に経産牛部門優等賞首席の坂本英
喜さん（ＪＡえひめ南）の出品牛「うめずる」
が選ばれました。
　農林水産省生産局長賞（未経産牛部門優等賞
首席）は、平井正人さん（ＪＡひがしうわ）の
「ここあ」、中国四国農政局長賞（子牛雌部門優
等賞首席）は池田一成さん（ＪＡえひめ南）の「え
いこ11」が受賞。子牛去勢部門優等賞首席には
角藤幸男さん（ＪＡひがしうわ）の「快晴」が
選ばれました。
　共進会は、家畜改良と畜産の振興を図るた
め、（公社）愛媛県畜産協会が毎年開催。今回は、
経産牛の部20頭・未経産牛の部12頭・子牛の部
113頭が出品されました。
　大臣賞初受賞の坂本さんは、「牛の名号を“さ
ん”づけで呼んでおり、この牛は『うめさん』。
物怖じしない性格が良かったのでは。今まで通
り大事に牛を飼っていきたい」と今後の抱負を
話していました。
　共進会後、ＪＡ全農えひめが和子牛臨時市
場を開催し、108頭（雌54頭、去勢54頭）が取
引され、１頭あたり平均販売額（税込）は、
雌が464,040円（前回比43,027円高）、去勢が
581,720円（同60,688円高）と前回を大きく上回
る高値で取引されました。
　その他の受賞者は次の皆さん（敬称略・

カッコ内はＪＡ名）
【経産牛部門】▽優等賞次席＝山岡造（愛媛た
いき）▽１等賞首席＝池田一成（えひめ南）▽
同次席＝井関秀夫（ひがしうわ）▽同３席＝柳
谷産業開発公社（松山市）▽同４席＝越智章（周
桑）
【未経産牛部門】▽優等賞次席＝赤松宣明（え
ひめ南）▽１等賞首席＝岡山則雄（ひがしうわ）
▽同次席＝柳谷産業開発公社（松山市）
【子牛雌部門】▽優等賞次席＝手嶋通（周桑）
▽１等賞首席＝村上克也（ひがしうわ）▽同次
席＝井関秀夫（ひがしうわ）▽同３席＝角藤幸
男（同）
【子牛去勢部門】▽優等賞次席＝池田一成（え
ひめ南）▽１等賞首席＝矢野隆俊（愛媛たいき）
▽同次席＝山口福巳（ひがしうわ）▽同３席＝
大江幸弘（松山市）

　㈱ひめライスは、11月13日、松前町の本社で、
「ひめライス新米キャンペーン」抽選会を行い、
松田一人社長らが、１万6,919通の応募の中か
ら、当選者700人を選びました。
　「えひめの人は、えひめの新米。」と題したキャ
ンペーンは、イメージキャラクターに愛媛出
身のタレント友近を起用。テレビCM放映や店
頭ポスター掲示、新米コーナーを31店舗で設置
したほか、店頭試食宣伝活動などを通じて新米
シーズン到来をPRし、県内産米の消費拡大と
ブランド力強化に取り組みました。キャンペー
ン応募数は前年比112％。売上実績（数量ベース）
は、量販店・業務用が伸びて、全体では前年比
103％でした。
　同社では、12月下旬から２月末まで、「無洗

米『あらうまい』キャンペーンを実施。戦略商
品として位置づける無洗米の利便性やメリット
をPRして、利用定着と愛媛の米の販売拡大に
取り組みます。

▲大臣賞に輝いた坂本英喜さん「うめずる」
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●平成26年産　冬春野菜出荷協議会

共販量は前年比118％・5,113ｔを計画

●紅まどんな選果目あわせ会

「紅まどんな」のブランド確立に向け基準順守を！

　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課は、11月５日、平
成26年産冬春野菜出荷協議会を開き、レタス・
冬春きゅうり・いちごなど主力８品目の販売基
本方針を決めました。
　栽培面積は、加工業務用を中心に前年比
172％となったキャベツなど４品目が前年を上
回り、全体では前年比105％の216.9haを見込ん
でいます。共販量は、全体では5,113ｔ（前年
比118％）を見込んでいます。
　販売基本方針では、①企画販売等多元的販売
の強化、②消費宣伝活動の強化、③安全・安心
への取り組みをあげています。
　多元的販売強化では、市場流通を基本にパー
トナー市場と連携をさらに強化し、量販店等実
需者販売、惣菜・外食等の加工・業務販売など
販売ルートの拡充により、長期安定単価の確保
をめざします。加工業務用キャベツを中心に新
規販路拡大を図ります。厳寒期の不安定な出荷
が予想される中、愛媛チームとしてロットを確
保し、販売先を見据えた分荷・販売を行います。

品目別に「目標単価」を設定し、企画販売比率
の向上により有利販売をめざします。企画販売
は、冬春野菜販売全体の８％にあたる２億700
万円（40企画）を計画しています。
　なお、市場からは、各品目とも、栽培面積・
出荷量の拡大と期間を通じた安定出荷、適期収
穫、的確な産地情報の発信、ＪＡ・個人間の品
質格差是正などの要望が出されました。

　愛媛オリジナル品種「紅まどんな」の出荷を
前に、ＪＡ全農えひめは、11月11日、商標登録
している「紅まどんな」のブランド確立を図る
ため、伊予市のＪＡえひめ中央南伊予支所で「紅
まどんな選果目あわせ会」を開きました。目
合わせ会は、消費者・販売先の期待に応えるた
め、品質の向上と品格の統一をめざして24年か
ら行っており、今年で３回目。ＪＡの販売・選
果担当者と愛媛県、市場から40人が出席し、Ｊ
Ａ全農えひめの担当者が、出荷要領と選果基準
を具体的に説明し、基準を順守して品格・価格
に見合った商品を提供するよう呼びかけ、選別・
出荷基準を確認しました。
　「紅まどんな」は、商標権をＪＡ全農が所有し、
愛媛県で育成された品種「愛媛果試第28号」の
中で、糖度・酸などＪＡ全農えひめの定める品
質基準をクリアし、県内ＪＡが出荷するものに
限り商標使用を認めています。
　12月の贈答用商品として市場・販売先から高
い評価を受けて面積・生産量とも拡大しており、
産地の期待も大きい品種です。
　市場関係者は、「数量拡大に伴い、12月の贈
答用商品として知名度も上がっており、昨年は

不足した時期もあった。今年は数量拡大に伴い
一般店舗等への販売も拡大したい。12月の柑橘
販売の起爆剤となってほしい」と期待を寄せる
とともに、「贈答柑橘は、もらった方からの反応
がなかなか伝わってこないだけに、評判を落と
すことのないよう品質内容によりこだわってほ
しい」と昨年以上の厳選出荷を呼びかけました。
　26年産は、面積が前年比120％の172ha、生産
量は前年比128％の1,704トンを見込んでいます。

▲�ＪＡ全農えひめの担当者（手前）が選果基準を説明

平成26年産　冬春野菜出荷計画 （単位：ha、トン、％）

品　目 平成26年産出荷計画 前年比（％）
面　積 共販量 面　積 共販量

い ち ご 30.6 1,064.6 95 105
キ ャ ベ ツ 21.5 734.7 122 192
レ タ ス 43.1 975.8 100 101
ブロッコリー 58.6 382.3 102 115
冬春キュウリ 20.7 1,354.2 98 122
冬 春 ト マ ト 1.3 178.8 93 102
白 ね ぎ 15.9 244.8 99 123
ほうれんそう 25.2 178.2 105 124

合　計 216.9 5,113.4 105 118
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●�ＪＡグリーンえひめ収穫祭

芋炊きお接待や芋掘り
体験などで交流深める
　東温市の農産物直売所「ＪＡグリーンえひ
め」は、10月24日～10月26日の３日間、「秋
の収穫祭」を開催しました。
　期間中は、先着30組の親子を対象に「芋掘
り無料体験会」、とれたて芋の「ふかし芋販
売」、出荷会員による「芋炊きお接待」、卵や
球根のつかみどりなど様々な催し、2,000円
以上お買い上げのお客様対象に特賞「伊予牛
『絹の味』すき焼き用１㎏」などが当たる抽
選会などを実施し、生産者と消費者の交流を
深めました。
　なお、10月28日には、毎年恒例となってい
る地元の南吉井保育所の園児たちが芋掘り体
験を楽しみました。　

●�第６回「子ども野菜の絵コンクール表彰式」

年長部門金賞に二宮尚紀くん
　伊予市下吾川のＪＡえひめアイパックス㈱
ファーマーズマーケットいよっこらは、10月
15日と26日の２日間「秋の大収穫祭」を開き、
伊予牛「絹の味」黒毛和牛骨付きモモ肉の丸
焼きや つき、野菜・みかん詰め放題、店名
にちなんで1,456円以上お買い上げの方先着
300人対象のガラポンくじなど多彩な催しを
実施して賑わいました。
　26日には、第６回「子ども野菜の絵コンクー
ル表彰式」を開き、年長部門で金賞を受賞し
た二宮尚紀くん（＝写真・木の実幼稚園）な
ど入賞者全員に賞状と肉・野菜の詰め合わせ
を贈って表彰しました。
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●平成26年産　冬春花き出荷協議会

安定供給と需要に対応できる出荷体制めざす

●㈱えひめ飲料
㈱えひめ飲料の強みを発揮した“香りで味わう伊予柑炭酸”
「POMいよかん香るスパークリング」発売！

　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課は、11月10日、冬
春花き出荷協議会を開き、夏秋期品目の販売結
果と冬春期品目の出荷計画・販売方針を協議し
ました。
　夏秋期のシンテッポウユリは数量が前年比
102％の62万3,130本、単価が前年比97％。夏秋
期品目全体では数量前年比93％、単価前年比
102％、金額ベースは前年比95％でした。
　冬春品目（11月～５月）の出荷計画では、オ
リエンタルユリが面積302a（前年比94％）・数
量47万4,000本（同122％）、デルフィニウムは面
積161a（同101％）・数量26万9,400本（同94％）、
ユーカリは面積1,653a（同107％）・数量619,700
本（同103％）を見込んでいます。
　販売基本方針では、産地間の連携強化による

拠点市場への長期継続出荷体制の強化と物日等
需要期の数量確保・注文対応、品質向上・実需
者ニーズに合わせた提案による価格の底上げ、
選花選別の設定、イベント等を通じたPR活動に
よるブランドの強化・地位確立などに取り組み
ます。

　ＪＡ全農えひめのグループ会社・㈱えひめ飲
料（本社松山市）が、伊予柑由来の香りと風味
にこだわった新製品「POMいよかん香るスパー
クリング」（410ミリリットルペットボトル）を
12月１日、全国一斉発売しました。
　商品のキャッチコピーは、「香りで味わう伊
予柑炭酸」。外皮を剥いた時に広がる独特の上
品で華やかな伊予柑特有の香りを活かした炭酸
飲料に仕上げています。伊予柑を大量に搾汁
している㈱えひめ飲料の強みを発揮し、伊予柑
果実そのものから採った３種類の香り成分＝
「コールドプレスオイル」「エッセンシャルオイ
ル」「エッセンスアロマ」を使用。伊予柑独特の
上品で華やかな香りをそのまま再現しました。
また、香りがより引き立つよう、苦味を取り除
いた愛媛県産伊予柑果汁を10％使用しています。
　㈱えひめ飲料の商品開発担当者は、「３種類

の香り成分は、当社にしか採れない香り成分。
口の中で広がる爽やかな伊予柑そのものの香り
を、ぜひ飲んで味わってください」とアピール
しています。
　希望小売価格は140円（税抜）。
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●第23回愛媛農林水産賞

ＪＡ愛媛養豚経営者協議会など３団体が優秀賞受賞

平成26年度早生みかん果実コンクール入賞者紹介

▲�表彰を受けるＪＡ愛媛養豚経営者協議会・
竹内会長（右）

▲�表彰を受けるＪＡえひめ中央・菅野理事長
（右）

▲�表彰を受けるＪＡえひめ南ブラッドオレン
ジ栽培部会・児玉部会長（右）

　愛媛県の農林水産業の振興や発展に功績の
あった個人・団体を表彰する『第23回愛媛農林
水産賞』（愛媛新聞社主催）の表彰式が、10月
22日松山市の愛媛新聞社で行われ、優秀賞の３
団体と新人賞の１団体・１個人が表彰されまし
た。
　優秀賞を受賞したのは、ＪＡ愛媛養豚経営
者協議会（竹内日出男会長）、ＪＡえひめ中央、
ＪＡえひめ南ブラッドオレンジ栽培部会（児玉
恵部会長）。
　ＪＡ愛媛養豚経営者協議会は、「ふれ愛・媛
ポーク」のブランド化を進め、高品質な豚肉を
提供し、販促・消費拡大に向けたPR活動も積
極的に展開。各種生産性向上に向けたプロジェ
クト等の活動を通じて経営改善を進めるととも
に、養豚疾病の危機に対する防疫体制の整備な
ど、会員が一体となった取り組みが評価されま
した。
　ＪＡえひめ中央は、愛媛オリジナル品種の「紅
まどんな」の産地拡大、高品質生産に向けた栽
培技術の確立・普及、選果基準の徹底などに取
り組み、年末贈答用果実としての地位を確立。

同品種の県内栽培面積の約７割を占め、積極的
な販売促進活動でブランドのけん引役を果たす
とともに、生産者の増加・所得向上、地域の活
性化に貢献しました。
　ＪＡえひめ南ブラッドオレンジ栽培部会は、
地球温暖化により栽培可能となったブラッドオ
レンジに着目して産地化を実現。同品種の特徴
である赤みを向上させるための栽培・貯蔵技術
の解明に取り組み、高品質果実の安定生産・出
荷体制を確立しました。大手飲料メーカーが加
工品に採用するなど多様な販売を実現。農家所
得の向上、地域活性化に貢献しました。
　表彰式では、受賞者を代表してＪＡえひめ中
央の菅野幸雄代表理事理事長が、「栄誉ある賞
を受賞できて身に余る光栄です。受賞を励みに、
生産者と一体となって、地域の生産基盤を守り
継承する取り組みなどを通じて県内農林水産業
のさらなる発展に尽力したい」と謝辞を述べま
した。
　なお、新人賞は、久万高原町青年農業者連絡
協議会（田村隆悟会長）と西予市の菊池俊一郎
さんが受賞しました。

　ＪＡ全農えひめと愛媛県果樹同志会が10月21
日開催した「平成26年度早生みかん果実コン
クール」入賞者を紹介します（カッコ内はＪＡ
名・敬称略）。
▽愛媛県知事賞＝毛利英二（ＪＡにしうわ）
▽全農愛媛県本部長賞＝竹田源太郎（えひめ南）

▽果樹同志会長賞＝渡部繁喜（おちいまばり）、
▽優良賞＝松下定彦（えひめ南）、西川晴喜（同）、
川上治仁（ひがしうわ）、松田幾弘（にしうわ）、
井上金蔵（同）
※�コンクールの概要は、11月号の農の風景コー
ナーで紹介しています。
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媛
県
は
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る

こ
と
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
ご

存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
の
農

業
産
出
額
（
１
、２
３
０
億
円
）
を
部
門

別
に
み
る
と
、
野
菜
は
１
７
６
億
円
と
全

体
の
14
％
を
占
め
、
果
実
、
米
に
次
い
で

３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
月

は
愛
媛
県
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
の
中

で
も
全
国
順
位
が
上
位
に
あ
る
「
そ
ら
ま

め
」
の
生
産
推
移
を
み
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
産
そ
ら
ま
め
の
全
国
の
作
付

面
積
は
２
、１
１
０
ha
で
、
前
年
産
に
比

べ
て
40 

ha
（
２
％
）
減
少
し
、
収
穫
量
は

の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

愛
媛
の
「
一
寸
蚕
豆
（
い
っ
す
ん
そ
ら

ま
め
）」
は
、
県
内
全
域
で
栽
培
さ
れ
て

お
り
、主
に
京
浜
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

長
年
培
わ
れ
た
選
果
選
別
の
徹
底
が
認
め

ら
れ
、
市
場
で
は
品
質
面
で
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
一
寸
蚕
豆
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
類
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
栄
養
的
に
も

優
れ
た
食
品
で
す
。
皆
さ
ん
も
味
わ
っ
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
野
菜
産
地
に
お
い
て
は
、
農
業

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
等
が
進

み
、
近
年
の
猛
暑
や
予
想
困
難
な
局
地
的

豪
雨
等
の
異
常
気
象
の
発
生
と
相
ま
っ
て

産
地
基
盤
が
脆
弱
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

需
要
面
で
は
加
工
・
業
務
用
を
中
心
に
輸

入
野
菜
の
シ
ェ
ア
が
依
然
と
し
て
高
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
に

わ
た
っ
て
安
定
的
な
野
菜
の
生
産
及
び
供

給
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、消
費
者
・

実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
一
層
の
低
コ

ス
ト
化
、
高
付
加
価
値
化
及
び
加
工
・
業

務
用
需
要
へ
の
対
応
強
化
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
食
べ
方
の
提
案
な
ど
に
よ
る
情
報

発
信
を
通
じ
た
「
え
ひ
め
野
菜
」
の
知
名

度
向
上
と
消
費
拡
大
を
進
め
、
競
争
力
の

あ
る
産
地
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

１
万
８
、０
０
０
ｔ
で
、
３
月
の
気
温
が
高

め
に
推
移
し
、
着
さ
や
数
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
前
年
産
に
比
べ
て
９
０
０
ｔ

（
５
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
愛
媛
県
の
作
付
面
積
は
１
５
８

ha
で
前
年
産
並
み
と
な
り
、収
穫
量
は
１
、

１
３
０
ｔ
で
、
全
国
と
同
様
に
着
さ
や
数

が
多
く
、
生
育
が
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、前
年
産
に
比
べ
て
１
６
０
ｔ
（
16
％
）

増
加
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

都
道
府
県
別
の
収
穫
量
は
、
鹿
児
島
県

が
５
、３
２
０
ｔ
（
全
国
シ
ェ
ア
30
％
）
と

最
も
多
く
、
次
い
で
千
葉
県
２
、６
１
０

ｔ
（
同
15
％
）、茨
城
県
１
、７
１
０
ｔ
（
同

10
％
）、
愛
媛
県
１
、１
３
０
ｔ
（
同
６
％
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
上
位
４
県
で
全
国

そらまめの収穫量は全国第４位！
－ 平成25年産野菜の作付面積、収穫量及び出荷量（年間計）調査結果から －

上
位
４
県
で
収
穫
量
の

約
６
割
を
占
め
る

全
国
、
愛
媛
県
と
も
に

収
穫
量
は
増
加

愛

5

10

15

20

0

50

100

150

200

250

300
（百ｔ）（ha）

収穫量

平.16

作
付
面
積

17 18 19 20 21 22 23 2524

158158

11.3
9.7

（
作
付
面
積
）

（
収
穫
量
）

図１　そらまめの作付面積及び収穫量の推移（愛媛県）

図２　そらまめの都道府県別収穫量割合

鹿児島県
（30%）

千葉県
（15%）

茨城県
（10%）

その他
（35%） 平成25年産

収穫量
１万８千ｔ
（100％）

愛媛県
（6%）長崎県

（4%）



R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
参
考
に
し
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
は
読
ん
で
い
る
と
元
気
が
も
ら
え

る
よ
う
な
記
事
で
し
た
。
村
松
さ
ん
の
よ
う
な
人
に
相

談
す
れ
ば
、
心
の
病
気
も
吹
っ
飛
び
そ
う
で
す
ね
。
そ

ん
な
村
松
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

今
の
こ
こ
ろ
塾
を
作
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
と
、
私
も
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
頑
張
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
自
信
と

勇
気
を
感
じ
ま
し
た
。「
私
が
10
年
後
の
社
会
を
作
っ

て
い
る
」
と
思
う
と
、
毎
日
が
充
実
し
そ
う
で
す
。

　

秋
に
な
っ
て
食
べ
物
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り
、
我
慢

で
き
ず
に
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
肌
寒
く
な
り
、
衣
替
え
が
間
に
合
わ
ず
、
風
邪
を

ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
衣
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
っ
て

難
し
い
で
す
よ
ね
。
寒
い
季
節
は
野
菜
い
っ
ぱ
い
の
鍋

や
シ
チ
ュ
ー
を
食
べ
て
風
邪
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
四
国
中
央
市
・
山
根　

奈
実
さ
ん
）

●
10
月
号
の
表
紙
の
絵
。
私
も
子
ど
も
の
頃
、
祖
母
と
麦

の
穂
を
お
と
す
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も

懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
祖
母
に
小
さ
い
束
に
し
て
渡

す
と
、
く
る
く
る
ま
わ
し
麦
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
製
麺
所
に
持
っ
て
行
き
、
う
ど
ん
を
作
っ
て
食
べ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
食
料
難
の
時
の
ご
ち
そ
う

で
し
た
。
と
て
も
良
い
表
紙
で
し
た
。

　

し
ま
の
わ
国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
で
約
７
、３
０
０

人
も
の
方
が
上
島
町
を
走
っ
た
り
、
ヨ
ッ
ト
が
弓
削
港

に
寄
港
し
て
く
だ
さ
り
外
国
の
方
に
だ
ん
じ
り
を
担
い

で
も
ら
っ
て
と
て
も
喜
ば
れ
た
り
、
合
併
10
周
年
も
迎

え
て
10
月
は
と
て
も
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
月
で
し
た
。

	
	

（
上
島
町
・
春
冨　

静
子
さ
ん
）

●
表
紙
の
脱
穀
作
業
、子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

休
み
の
日
に
は
家
族
総
出
で
作
業
…
。
か
ま
で
一
株
ず

つ
稲
刈
り
を
し
、
乾
か
し
て
脱
穀
。
手
間
暇
か
け
て
食

べ
た
新
米
は
最
高
で
し
た
。

　

椎
茸
の
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
椎
茸
は
長
寿

に
つ
な
が
る
食
品
と
聞
き
ま
し
た
。
血
液
中
の
余
分
な

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
腸
内
か
ら
排
出
し
、
血
液
中
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
量
を
適
正
な
量
に
保
つ
働
き
が
あ
る
そ

う
で
す
。
椎
茸
の
美
味
し
い
お
料
理
レ
シ
ピ
も
載
せ
て

く
だ
さ
い
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

紗
弓
さ
ん
）

●
「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
生
誕
45
周
年
こ
だ
わ
り
ギ
フ
ト
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
と
い
う
と
、
み
か
ん
ば
か
り

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ッ
プ
ル
や
グ
レ
ー
プ
、
フ

ル
ー
ツ
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
い
ろ

ん
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
し
て
、
購
買
意
欲
を
誘

う
の
で
す
ね
。
さ
っ
そ
く
、
ア
ッ
プ
ル
と
グ
レ
ー
プ

ジ
ュ
ー
ス
に
挑
戦
し
て
応
募
し
て
み
ま
す
。

　

最
近
、
愛
媛
と
並
ぶ
み
か
ん
王
国
の
和
歌
山
へ
旅
行
し

ま
し
た
。
立
ち
寄
る
土
産
物
店
や
産
直
市
も
み
か
ん
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
り
種
類
が
沢
山
あ
り
、
柑
橘
に
取
り
組

む
意
欲
が
伝
わ
り
ま
し
た
。〝
え
ひ
め
〟
の
柑
橘
も
負

け
て
な
い
よ
～
と
改
め
て
、
郷
土
愛
を
感
じ
て
帰
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

葉
子
さ
ん
）

●
26
年
産
み
か
ん
出
荷
販
売
対
策
と
消
費
宣
伝
を
読
ん

で
。
私
が
共
選
の
役
員
を
し
て
い
た
当
時
、
全
国
の
ミ

カ
ン
生
産
量
が
３
８
０
万
ト
ン
あ
り
大
変
で
し
た
。
今

は
５
分
の
１
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
健
康
に

良
い
ミ
カ
ン
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
平
家　

祥
照
さ
ん
）

●
ニ
ュ
ー
ス
の
中
の
「
夏
休
み
親
子
で
学
ぼ
う
地
産
地
消

体
験
ツ
ア
ー
」
が
良
か
っ
た
で
す
。
ス
ー
パ
ー
店
頭
で

し
か
見
な
い
も
の
を
実
際
に
手
に
取
り
、
そ
れ
を
食
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
食
べ
物
の
美
味
し
さ
を
改
め
て
体
験

で
き
る
素
晴
ら
し
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
継
続

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
平
塚
市
・
神
成　

嘉
幸
さ
ん
）

●
野
菜
の
日
イ
ベ
ン
ト
。
毎
朝
果
物
を
ジ
ュ
ー
サ
ー
で

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
子
ど
も
た
ち
と
飲
ん
で
い
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ
と
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ジ
ー
は
一
体
ど

ん
な
味
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
四
国
中
央
市
・
寺
尾　

智
美
さ
ん
）

●
農
の
風
景
の
野
菜
の
日
イ
ベ
ン
ト
。
野
菜
ス
ム
ー
ジ
ー

は
こ
の
間
テ
レ
ビ
で
見
て
、
作
っ
て
み
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
身
体
に
よ
い
と
の
こ
と
で
、
そ
の
中
で
も
認
知
症

防
止
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
母
と
毎
日
飲
も
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
作
っ
た
材
料
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
レ
タ
ス
、
リ
ン
ゴ
、
水
で
し
た
が
、
記
事
の
よ
う

に
ト
マ
ト
と
か
キ
ュ
ウ
リ
と
か
を
入
れ
て
い
ろ
い
ろ
試

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

10
月
号
の
答
え
は
「
野
菜
ス
ム
ー
ジ
ー
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

小
林　

寛
子
さ
ん
（
松
山
市
）	

長
井　

悠
輔
さ
ん
（
西
条
市
）

髙
橋
千
代
美
さ
ん
（
西
条
市
）	

宝
利　

礼
子
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

伊
賀　
　

功
さ
ん
（
東
温
市
）	

安
藤　

満
恵
さ
ん
（
西
条
市
）

岡
田　

絹
枝
さ
ん
（
今
治
市
）	

小
倉　

朝
美
さ
ん
（
松
山
市
）　

高
見
志
保
美
さ
ん
（
今
治
市
）	

後
藤　

亜
紀
さ
ん
（
今
治
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
27
年
１
月
19
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
２
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 卓

球
女
子
日
本
代
表
選
手
で
ロ
ン
ド
ン
五
輪
シ
ン
グ

ル
ス
４
位
、
団
体
で
は
銀
メ
ダ
ル
に
貢
献
し
た
全
農

所
属
の
選
手
名
は
？ 

「
○
○
○
○
」

★11月１日開催したレインボー
フェスティバルは、午後から
あいにくの雨模様でしたが、
オープニングから賑わいまし
た。ＪＡのブース等でも、果
実や野菜の袋詰め放題、すく
いどりなど様々な工夫を交え
て販売・PRされていました。
ご協力ありがとうございまし
た。
　残念ながら来場・参加できな
かった方も、誌面でイベント
の雰囲気を感じていただけた
らと思います。	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約71kcal
ユズ	 １個
カブ	 ３個
セロリ	 １本
塩	 少々
　水	 200㏄
　砂糖	 １カップ
　酢	 100㏄
　昆布（細切り）	 ５㎝角

〈作り方〉
①　ユズは上部1/4で切り落とし、スプーンで果
肉を取り出し、釜を作る。

②　ホタテ貝は４つに切り、ベーコンは５㎜幅に
切り、レンコンは５㎜のさいの目切り、三ツ
葉は３㎝の長さに切る。

③　ジャガイモは茹でて、つぶすか、裏ごす。
④　③が冷えればボウルに入れて、Ⓐを加えて、
混ぜる。

⑤　フライパンに油を熱し、②の具材を入れ、塩
を加えて炒める。

⑥　④に⑤を加えて、①に詰め、８～10分蒸して、
火が通ればオーブンかトースターで焼き目を
つける。

ホタテのユズ釜焼き ユズ蕪ユズと鶏肉・大根の煮物

〈作り方〉
①　ユズの皮（約1/2個分）は千切りにし、果汁
をしぼる。

②　鶏肉は食べやすい大きさに切る。
③　大根、ゴボウは乱切りにして下茹でする。ア
サツキは３㎝に切る。

④　鍋にサラダ油を熱し、鶏肉を入れてサッと炒
め、大根とゴボウを入れ、Ⓐを加えて煮込む。

⑤　10分程煮込んだら、仕上げにアサツキを加
え、①の果汁と皮を加える。

〈作り方〉
①　ユズは皮を取って千切りにし、果汁はしぼる。
②　カブは皮をむき８つのくし切り、セロリは皮
をむき薄切りにし、それぞれ塩を振り、しん
なりさせて水気を切る。

③　鍋にⒶを入れて火にかけ、さっと沸いたら火
を止めて冷やし、ユズ果汁（大さじ１）を加
える。

④　③にカブ、セロリ、①のユズ皮を加えて漬け
る。60分程度漬ければ食べ頃となる。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約179kcal
ユズ（大）	 ４個
ホタテ貝	 ４個
ベーコン	 １枚
レンコン	 1/3本（約50ｇ）
三ツ葉	 1/4束
塩	 少々
サラダ油	 少々
ジャガイモ	 ２個
　卵白	 １個分
　鶏ガラスープ	 大さじ３
　バター	 ５ｇ
　塩	 少々

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約164kcal
ユズ	 １個
鶏モモ肉	 ２枚（約400ｇ）
大根	 10㎝
ゴボウ	 １本
アサツキ（青ネギ）	 1/2束
サラダ油	 適量
　ダシ	 400㏄
　砂糖	 60ｇ
　濃口醤油	 60㏄
　酢	 30㏄

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生
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五感を刺激する
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今月の素材
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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